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J42a マイクロクエイザーCyg X-3からの電波–γ線フレア (2011年)
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マイクロクエイザーCyg X-3は、ときおり大規模な電波フレアを起こし、それとともに相対論的速度でジェット
を噴射することが知られている。このジェット噴射は γ線放射をともなうことも最近確認された (Tavani+ 2009,
Nat. 462, 620)。
2011年に入ってX線の活動が高まりフレア発生が予測されたため、我々は野辺山宇宙電波観測所 45 m鏡を用

いて TOOモニタ観測を行なった。2011/01/28 (MJD＝ 55589) に観測周波数帯すべて (43 GHz、86 GHz、98
GHz) において 1 Jy級の電波フレアが検出され (Kotani+ 2011, ATel 3130)、同時に 10 keV以上の硬 X線が落
ち込むのがMAXIによって観測された (Kotani+ 2011, ATel 3139)。この電波フレアと重なる期間には観測史上
最高の γ線放射も検出された (Bulgarelli+ 2011, ATel 3151)。γ線放射をともなうジェット噴射がミリ波と X線
でモニタ観測できたのは初めての例である。さらにCyg X-3は 3月末 (MJD=55643) に 10 Jy級のフレアをおこ
し、これを受けて観測キャンペーンが行なわれた。
この結果は、ミリ波と γ線が同一の光源から同一の機構で放射されていることを示唆する。放射波長の上限と

下限が押さえられたことにより、放射機構とエネルギーが強く制限される。ミリ波–γ線フレアの正体について議
論する。


